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【論文要旨】
























2007年 IASB と FASB 共同審議会 初期的合意の公表
2008年 討議資料「顧客との契約における収益認識についての予備的見解」 コメントを求める
2010年 公開草案「顧客との契約から生じる収益」（以下，2010年 ED と略) コメントを求める
2011年 公開草案「顧客との契約から生じる収益」（以下，2011年 ED と略) コメントを求める
2014年 IFRS 第15号「顧客との契約から生じる収益」
2016年 IFRS 第15号「顧客との契約から生じる収益」の明確化 両審議会の意図の明確化














Resource Group for Revenue Recognition，TRG）を設置した。2016年 4 月に，新たな収益認識基
準の要求事項として，開発する際の両審議会の意図を追加されてきた「IFRS 第15号『顧客との契




































4 IASB, Basis for Conclusions on Exposure draft Revenue from Contracts with Customers, BC 34. 次のウェブサ
イトを参照した（最終閲覧日2018年 9 月10日）。https://www.ifrs.org//media/ project/revenue-from-con-
tracts-with-customers/exposure-draft/published-documents/ed-revenue-recognition-basis.pdf
5 佐々木隆志「新収益認識基準と勘定科目」，『會計』，第187巻第 6 号，2014年12月，4 頁。





























7 佐々木隆志「新収益認識基準と勘定科目」，『會計』，第187巻第 6 号，2014年12月，8 頁。
8 IASB, Basis for Conclusions on Exposure draft Revenue from Contracts with Customers, BC 31.






























10 金子輝雄「国際課税の観点からみた IFRS15」，『拓殖大学経営経理研究 岡本治雄教授退職記念号』，第111
号，2018年02月，110頁。
11 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017，付録 A.


















以下，新基準におけるステップ 1 からステップ 5 までの収益認識の手順を考察する。
ステップ 1 契約の識別
新たな収益認識基準における契約の定義は，「強制可能な権利及び義務を生じさせる複数の当事













15 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para.17.
16 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para.22.




























19 IFRS 第15号付録 A によれば「取引価格とは，約束した財またはサービスの顧客への移転と交換に企業が権
利を得るとみこんでいる対価の金額である」。
20 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 47.
21 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 73.
22 IFRS 第15号付録 A によれば「独立販売価格とは，企業が約束した財またはサービスを独立に顧客に販売す
るであろうか価格である」。
23 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 76.
24 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 31.

























26 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 35.
27 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 41.
28 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 8.






























30 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 95.
31 例えば，既存の契約の更新により提供されるサービスに関するコスト，またはまだ承認されていない特定の
契約により移転される資産の設計のコスト。
32 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 97.









































34 あずさ監査法人『図解徹底分析 IFRS「新収益認識」』，中央経済社，2018年 6 月，173頁。




本設例は，ソフトウェア業を営む A 社と顧客 X の間でシステム開発に関する契約である。この
事実関係は以下の通りである34。
A 社はソフトウェア業を営んでおり，顧客 X 社との間で，「要件定義」，「設計」，「開発」，「導
入」（以上「ソフトウェア開発」），「サーバー納品」及び「保守」に係る個別契約を締結して
いる（以上すべてまとめて「システム開発」）。
A 社が開発したソフトウェアは X 社独自の仕様に基づいたものであり，完成したソフトウェ
アの納品後 A 社がライセンスを持つものではない（ソフトウェアの納品後，当該ソフトウェ
アの所有権は X 社に移転する）。
A 社と X 社の間には，個別契約を締結する際の諸条件が定められた基本契約が締結されてい
















35 あずさ監査法人『図解徹底分析 IFRS「新収益認識」』，中央経済社，2018年 6 月，174頁。
36 あずさ監査法人『図解徹底分析 IFRS「新収益認識」』，中央経済社，2018年 6 月，176頁。
ステップ 1 顧客との契約を識別35
〈解説〉

























とから X 社が便益を得られないうえに，各業務の相互依存性が高いと考えられるため，1 つの
履行義務になるものと考えられる。
――














かくして，ステップ 2 における契約の結合という手続きによって，A 社と顧客 X の間の契約は
◯「ソフトウェア開発」，◯「サーバー納品」，◯「保守」の 3 つの履行義務に区分される。上述
の分析をまとめると，次の図表になる。




















履行義務 契約額 独立販売価格 配分額
ソフトウェア開発 8501 700÷(1－0.2)＝875 8172
サーバー納品 200 250 2333






































A 社から X 社に移転すると考えられるため，当該業務の進行期間にわたり，その進捗に応じて
履行義務が充足され，収益を認識する。
「サーバー納品」については，X 社がサーバーを物理的に占有し，またサーバーを検収するこ























サーバー納品 サーバー検収終了時の一時点で収益を認識する。 200 233
























39 IASB, Basis for Conclusions IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, BC 22.






























41 IASB, Exposure Draft Revenue from Contracts with Customers June 2010, para25.
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43 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers 2017, para. 39.
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50 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers Illustrative Examples, para.95.






















52 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers Illustrative Examples 2017, para.97.
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54 IASB, IFRS 15 Revenue from Contracts with Customers Illustrative Examples 2017, para.99.
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